
【 資 料 第 ２ 号 】 

子ども家庭部子育て支援課 

（仮称）こどもの権利に関する条例（素案）等について 

１ （仮称）こどもの権利に関する条例（素案）について 

（仮称）こどもの権利に関する条例（以下「条例」という。）については、文京

区子ども・子育て会議などを通じて検討を進めてきたところである。この度、条例

（素案）をまとめたので報告する。 

（仮称）こどもの権利に関する条例（素案）（別紙１のとおり） 

２ こどもの権利に関する意識調査の結果について 

区民のこどもの権利に関する意識等を把握し、条例を制定するための基礎資料を

得ることを目的に実施した「こどもの権利に関する意識調査」（Webアンケート）に

ついて、結果（概要版）を報告する。 

こどもの権利に関する意識調査 調査結果（速報値）概要書（別紙２のとおり） 

３ こどもの権利に関する意見聴取及び啓発について 

文の京こども月間（9月から 11月）を中心にこども本人から直接意見を聴く取組

や啓発活動を行った。 

⑴ b-labでの啓発事業について（別紙３のとおり）

こどもの権利に関するクイズと哲学対話により、理解を深めた。

日時：10月 14日  参加者： 6人

⑵ 中学生サミットとの連携

こどもの権利に関する講演を行った。引き続き各中学校生徒会でこどもの権利

について継続して検討し、令和 7年 7月の中学生サミットで提言を受ける予定 

  日時：12月 7日 参加者：55人 

講師：浦和大学准教授 林 大介氏 

⑶ こどもヒアリング（児童館） （別紙４のとおり）

こどもの権利に関するすごろくで理解を深めた後、グループ対話を行った。

ア 千石西児童館   日時：11月 19日 参加者：12人 

イ 本駒込南児童館  日時：12月 3日    参加者： 8人 

⑷ こどもヒアリング（子育てひろば汐見） （別紙５のとおり）

施設職員の支援のもと、個別ヒアリングを行った。

日時：10月 30日、11月 6日・7日・11日  参加者：20人

⑸ 障害のあるこどもへのヒアリング（別紙６のとおり）

施設職員の支援のもと、個別ヒアリングを行った。

ア 礫川小学校特別支援学級  日時：12月 10日・11日・12日 参加者：12人 

イ 第一中学校特別支援学級  日時：11月 25日 参加者：10人 

ウ 放課後等デイサービスロード 日時：12月 11日・12日・13日 参加者：13人 
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⑹ 各イベントでの啓発活動（別紙７のとおり）

ア 子育てフェスティバル 2024

日時：9月 1日  場所：文京シビックセンター

内容：シールアンケート 432人、モヤッと体験 87件

イ 本郷百貨店祭り

日時：10月 20日  場所：本郷台中学校 

内容：シールアンケート 225人 

ウ 文の京こどもまつり

日時：11月 10日

内容：シールアンケート 435人、こどものけんりクイズ

エ 児童虐待防止月間・里親月間企画展

日時：11月 27日・28日  場所：文京シビックセンター 

内容：シールアンケート 174人、モヤッと体験 71件 

⑺ こどもの権利推進リーダー

区内の中高生をこどもの権利推進リーダーとして募集し、リーダー会議を開催

して、令和 7年秋を目途に条例（主に前文）案を作成していく。 

第１回リーダー会議  日時：令和 7年 1月 24日 

特別講師：東洋大学名誉教授 森田 明美氏 

４ こどもの権利に関する啓発動画について 

こどもの権利についてわかりやすく解説するこども向けの啓発動画を作成した。 

区ホームページや地下２階マルチビジョンで公開するとともに、今後の啓発活動

に活用する。 

５ 今後のスケジュール（予定） 

令和７年 ３月 意識調査報告書納品 

５月～６月 第２回Ｗｅｂアンケートの実施 

９月 議会報告 条例素案（修正版） 

１０月～１１月 パブリックコメント及び 

オープンハウス型説明会の実施

令和８年 ２月 議会提出 条例最終案

４月 条例施行
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【別紙１】 

 

 

（仮称）こどもの権利に関する条例（素案）について 
 

 

タイトル 

アンケートで聴取する意見等をふまえつつ、作成方針等を子ども・子育て会議等で検討する

予定です。 

 

前文 

条例制定にいたる経緯、こどもをとりまく現状、これから目指す姿等について述べます。 

アンケートで聴取する意見等をふまえつつ、こどもの権利推進リーダーと案を作成し、子ど

も・子育て会議等で検討する予定です。 

 

１ 目的 

   この条例は、児童の権利に関する条約の考えをもとに、こどもの権利を大切に守り、

文京区全体でこどもの健やかな成長を支えていくことを目的とします。 

 

２ 言葉の意味 

⑴ 「こども」とは、区内に在住し、在学し、在勤するなど区内で生活し、活動する 18

歳未満の人及びこれらの人と等しく権利を認めることが適当である人のことをい

います。 

⑵ 「保護者」とは、こどもの親、里親その他親に代わりこどもを養育する人のことをい

います。 

⑶ 「区民等」とは、区内に在住し、在学し、在勤する人及び区内で活動する事業者、

団体のことをいいます。 

⑷ 「育ち学ぶ施設」とは、保育所、幼稚園、学校その他のこどもが育ち、学び又は活

動するために利用する施設のことをいいます。 

 

３ 基本理念 

   こどもの権利は、次に定める考え方を基本理念として、保障されなければなりませ

ん。 

① 全てのこどもは、人種、国籍、性別、意見、障害、経済状況などどんな理由でも差

別されません。 

② 全てのこどもは、命が守られ、もって生まれた能力を十分に伸ばして成長できる

よう、医療、教育、生活への支援などを受けることが保障されます。 

③ 全てのこどもは、自分に関係のある事柄について自由に意見を表すことができ、

こどもの意見は、こどもの年齢や成長の程度に応じて、十分に尊重されます。 

④ こどもに関することが決められ、行われるときは、そのこどもにとって最もよいこ

とは何かを第一に考えます。 
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４ こどもの権利 

   こどもは、家庭、育ち学ぶ施設の活動、地域社会等のあらゆる場面において、特に

次にかかげる権利が保障されます。 

① 命が守られ、及び尊重されること。 

② 健康的な生活をし、必要な医療、行政サービス等を受けられること。 

③ 安全・安心に過ごせること。 

④ 家族や大切な人といっしょに過ごすこと。 

⑤ 遊び、学び、及び休むこと。 

⑥ 様々な文化、芸術、スポーツ等にふれ、及び親しむこと。 

⑦ ゆったりと安心できる場所で休めること。 

⑧ くり返し挑戦できること。 

⑨ 適切な保育と教育、生活への支援等を受け、持って生まれた能力を十分に伸ば

して育つことができること。 

⑩ 個性が認められ、自分の可能性が大切にされること。 

⑪ なやんでいること、困っていること等を相談できること。 

⑫ こどもであることを理由に不当な扱いを受けないこと。 

⑬ 身体的又は精神的な暴力、搾取、有害な労働等から守られること。 

⑭ あらゆる差別や虐待、いじめなどを受けずに安心して生きていくことができること。 

⑮ こどもの発達に応じてそのプライバシーが尊重されること。 

⑯ 自分の意見、考え、気持ち等を表明し、及びそれが尊重されること。 

⑰ 仲間をつくり、集まること。 

 

５ 区の役割 

⑴ 区は、こどもの権利を保障するための施策を推進し、こどもが安心して暮らすこと

ができる環境をつくる取組を行うものとします。 

⑵ 区は、保護者が安心して子育てに取り組めるよう、必要な支援を行うものとしま

す。 

⑶ 区は、区民等及び育ち学ぶ施設と協力するとともに、その活動を支援するものと

します。 

⑷ 区は、国、都、その他の関係機関と連携し、こどもの権利が広く保障されるための

取組の実施に努めるものとします。 

 

６ 保護者の役割 

⑴ 保護者は、家庭がこどもの健やかな成長に大切な場であること並びにこどもの養

育及び成長に第一義的な責任を有することを認識し、こどもの権利を保障するよ

う努めるものとします。 

⑵ 保護者は、必要に応じて、区、区民等、育ち学ぶ施設の協力及び支援を受けなが

ら、こどもが健やかに成長できるよう努めるものとします。 
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７ 区民等の役割 

⑴ 区民等は、こどもの権利について理解を深め、こどもの権利を保障するよう努め

るものとします。 

⑵ 区民等は、地域社会がこどもの健やかな成長に重要な役割をもっていることを認

識し、こどもが健やかに育ち、安心して過ごすことができるよう、地域社会全体でこ

どもを見守り、支援するように努めるものとします。 

⑶ 事業者は、働く人が仕事と子育てを両立できる環境づくりに努めるものとします。 

 

８ 育ち学ぶ施設の役割 

⑴ 育ち学ぶ施設は、育ち学ぶ施設がこどもの健やかな成長に重要な役割をもって

いることを認識し、こどもが自分で考え、遊び、学び、活動することができるよう支

援を行い、こどもの権利を保障するよう努めるものとします。 

⑵ 育ち学ぶ施設は、保護者及び区民等に対して、育ち学ぶ施設の運営等に関する

情報提供を行い、お互いに協力しながら施設を運営するように努めるものとしま

す。 

 

９ こどもの意見等の表明と参加 

⑴ こどもは、自分の意見等を表明するとともに、社会的活動に参加することができ、

こどもの意見は、こどもの年齢や成長の程度に応じて、十分に尊重されます。 

⑵ 区は、こどもが自分の意見等を表明し、社会的活動に参加する機会の確保に努

めるものとします。 

⑶ 区、保護者、区民等及び育ち学ぶ施設は、その活動においてこどもの意見等の反

映又はこどもの参加に努めるものとします。 

⑷ 区、保護者、区民等及び育ち学ぶ施設は、こどもの意見等の表明及びこどもの社

会的活動への参加を促進するため、こどもがその大切さ及び方法について学び、

必要な情報を得ることができるよう努めるものとします。 

⑸ 区及び育ち学ぶ施設は、意思表示の方法が多様であることを考慮し、こどもの意

思をくみ取り、必要に応じてこどもの意見等を代弁するように努めるものとします。 

 

10 こどもが安全・安心に過ごすことができる環境づくり 

区、保護者、区民等及び育ち学ぶ施設は、こどもがありのままの自分でいられて、

安全・安心に過ごすことができる環境づくりに努めるものとします。 

   

11 こどもの居場所づくり 

区、保護者、区民等及び育ち学ぶ施設は、こどもが遊び、学びその他の活動をする

とともに、ゆったりと安心して休むために必要な居場所づくりに努めるものとします。 

 

12 育ちと学びの環境づくり 

区、保護者、区民等及び育ち学ぶ施設は、こどもの心身の状況、置かれている環境
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等に応じて、こどもが望むように育ち、学ぶことができる環境づくりに努めるものとし

ます。 

13 安心して相談できる環境づくり 

区、保護者、区民等及び育ち学ぶ施設は、こどもが悩んでいることや困っているこ

と等について、ためらわず気軽に安心して相談できる環境づくりに努めるものとしま

す。 

14 虐待、体罰、いじめ等の権利侵害の防止 

⑴ だれであっても、こどもに対して虐待、体罰、いじめ等の権利侵害を行ってはなり

ません。

⑵ 区、保護者、区民等及び育ち学ぶ施設は、こどもに対する虐待、体罰、いじめ等

の権利侵害の防止及び早期発見に努めるものとします。

⑶ 区及び育ち学ぶ施設は、虐待、体罰、いじめ等の権利侵害を受けたこどもを適切

かつ迅速に救済するため、関係機関と連携し、必要な支援を行うものとします。

15 貧困の防止 

区は、全てのこどもがだれ一人取り残されることなく、健やかに育ち、学ぶことがで

きるよう、区民等及び育ち学ぶ施設と協力して、こどもの貧困の防止に努めるものと

します。 

16 こどもの権利に関する普及啓発 

⑴ 区は、こどもの権利について、こども、保護者、区民等及び育ち学ぶ施設に対して、

周知し、又は学習の機会を設ける等の取組により、普及啓発を行うものとします。

⑵ 区は、こどもが権利について学び、自分とほかの人の権利を大切にしあうことが

できるよう必要な支援を行うものとします。

17 こどもの権利に関する施策の推進 

区は、全てのこどもの権利が保障されるよう、こども、保護者、区民等及び育ち学ぶ

施設と協力して、こどもの権利に関する取組を推進するものとします。 
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具体的な推進体制 

 

①推進に向けた計画 

令和 7年 3月に策定する次期子育て支援計画は、令和 9年度に中間年度見直し

を行う予定であり、この見直しに合わせて、条例の具体的な推進体制を計画に盛り込

んでいきます。 

 

②推進施策の確認・検証 

条例案の検討を重ねてきた子ども・子育て会議にて、条例に基づく施策の進捗や

取組状況の確認・検証を行います。 

  

③こどもの権利擁護の取組 

（仮称）こどもの権利擁護委員を設置し、こどもの権利に関してどんなことでも安心

して相談できる窓口を開設することにより、こどもの権利擁護を推進します。 

   

④こどもの意見を聴き取る取組 

こどもの権利推進リーダーを募集し、こども本人の参加のもと、条例（主に前文）案

の作成から制定当初の啓発手法等について検討を行います。 

令和 6年度、7年度   条例（前文）案作成 

令和 8年度        啓発手法の検討、実施 

 

 

上記の具体的な推進体制等については、先行自治体の事例を参考に、検討を進めていき

ます。 
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こどもの権利に関する意識調査 調査結果（速報値）概要書

１．調査の概要
（１）調査の目的

本調査は、区民のこどもの権利に関する意識等を把握し、「(仮称)こどもの権利に関する条例」を制定するための基礎資料
を得ることを目的として実施した。 

（２）調査対象者及び調査方法
区内在住・在勤・在学の方を調査対象とした。調査対象者の詳細、調査方法は以下のとおり。

調査対象者 調査方法 
① 小学１～３年生 ・WEB アンケート形式で実施。

・令和６年９月１日時点で区内在住の調査対象者本人宛てに WEB アンケートにつ
ながる二次元コードを掲載したはがきを送付するほか、区立小学校、中学校に調査へ
の協力を依頼した。

② 小学４～６年生
③ 中学生
④ 高校生相当

⑤ 大人

・WEB アンケート形式で実施。
・区報、区 HP、SNS、区設掲示板等で周知するほか、二次元コードを掲載したチラシ
を区有施設等で配架した。

・就学前児童の保護者については、令和６年９月１日時点で区内在住の就学前児
童宛に二次元コードを掲載したはがきを送付し、保護者に回答を依頼した。

（３）調査期間
令和６年 10 月４日（金）～令和６年 11 月 10 日（日）

（４）回収数
調査対象者 回収数 

① 小学１～３年生 1,408 件 
② 小学４～６年生 1,505 件 
③ 中学生 880 件 
④ 高校生相当 934 件 
⑤ 大人 3,985 件 

計 8,712 件 

※ 本調査は、区内在住・在勤・在学の方を対象としており、母数が特定されないため回収率は算出されず、回収数のみを記載している。

（５）概要書の見方
・ 回答は各質問の回答者数（ｎ）を基数とした百分率（％）で示してある。また、小数点以下第２位を四捨五入して

いるため、内訳の合計が 100.0％にならない場合がある。
・ 複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方になるため、回答比率の合

計が 100.0％を超える場合がある。
・ 図表中の選択肢表記は、語句を短縮・簡略化している場合がある。
・ 小学生向けの調査は学年にあわせてひらがな、または、ルビ付きの漢字表記としたが、本概要書では漢字表記で統一し

ている。また、小学生向け調査は、選択肢を平易な表現にしているが、本概要書で中学生以上を対象にした調査とまと
めた形で調査結果に言及する際は、中学生以上の調査の選択肢にあわせた表現で調査結果に言及している。

【別紙２】
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２．調査結果の概要
（１）「こどもの権利」の認知度【こども・大人】

「こどもの権利」の認知度は、小学１～３年生で 41.5％、小学４～６年生で 70.7％、中学生で 78.6％、高校生相当
で 82.3％、大人で 82.2％となっている。 

【小学１～３年生】 【小学４～６年生】 【中学生】 

【高校生相当】 【大人】 

※ 「こどもの権利」の認知度は、小学１～３年生の「知っている」割合、小学４～６年生以上の層の「内容まで知っている」と「言葉だけは知
っている」をあわせた割合

知って

いる

41.5知らない

58.5

（％）（n=1,408）

内容まで

知っている

23.7

言葉だけは

知っている

58.6

知らない

17.8

（％）（n=934）

内容まで

知っている

26.6

言葉だけは

知っている

44.1

知らない

29.2

（％）（n=1,505）

内容まで

知っている

28.8

言葉だけは

知っている

49.8

知らない

21.5

（％）（n=880）

内容まで

知っている

25.3

言葉だけは

知っている

56.9

知らない

17.8

（％）（n=3,985）

「こどもの権利」の認知度（単数回答） 
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（２）こどもの権利だと思っているもの（上位５項目）【こども・大人】
こどもの権利だと思っているものは、すべての年齢の層で「命が守られ、尊重されること」（小学１～３年生：「命が守られる。

大切にされる」、小学４～６年生：「命が守られて、大切にされる」）、「安全・安心に過ごせること」（小学生：「安全・安
心に過ごせる」）、「健康的な生活をし、必要な医療、行政サービス等を受けられること」（小学１～3 年生：「元気でいら
れる。病気の時はお医者さんにみてもらえる」、小学４～６年生：「元気に過ごし、病気の時はお医者さんにみてもらえる」）、
「遊び、学び、休むこと」（小学１～３年生：「遊んだり、勉強したり、休んだりする」、小学４～６年生：「遊び、学び、休
む」）の割合が高くなっている。 

【小学１～３年生】 【小学４～６年生】 

【中学生】 【高校生相当】 

【大人】 

こどもの権利だと思っているもの（複数回答） 

％

命が守られる。大切にされる

安全・安心に過ごせる

元気でいられる。
病気の時はお医者さんに

みてもらえる

遊んだり、勉強したり、
休んだりする

絵や、音楽や、運動を楽しむ （n=1,408）

92.8

90.2

86.8

86.4

81.2

0 50 100
％

命が守られて、大切にされる

遊び、学び、休む

安全・安心に過ごせる

元気に過ごし、病気の時は
お医者さんにみてもらえる

自分の意見、考え、気持ちを言う
ことができ、それが大切にされる

（n=1,505）

85.4

83.7

83.5

75.4

73.2

0 50 100

％

命が守られ、尊重されること

安全・安心に過ごせること

遊び、学び、休むこと

健康的な生活をし、必要な医療、
行政サービス等を受けられること

身体的または精神的な暴力、
搾取、有害な労働等から

守られること

（n=880）

90.0

89.2

86.6

84.3

81.3

0 50 100
％

命が守られ、尊重されること

安全・安心に過ごせること

健康的な生活をし、必要な医療、
行政サービス等を受けられること

遊び、学び、休むこと

身体的または精神的な暴力、
搾取、有害な労働等から

守られること

（n=934）

91.3

88.1

87.6

85.9

82.3

0 50 100

％

命が守られ、尊重されること

安全・安心に過ごせること

健康的な生活をし、必要な医療、
行政サービス等を受けられること

遊び、学び、休むこと

身体的または精神的な暴力、
搾取、有害な労働等から

守られること

（n=3,985）

98.3

97.0

96.1

93.9

93.7

0 50 100
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（３）守られていないと感じるこどもの権利（上位５項目）【こども・大人】
守られていないと感じるこどもの権利は、すべての年齢の層でどの権利も 30％以下となっているが、すべての年齢の層で「あら

ゆる差別や虐待、いじめなどを受けずに安心して生きていくことができること」（小学１～３年生：「いじめられたり、仲間はず
れにされたりしない」、小学４～６年生：「差別やいじめなどを受けずに安心して生きていくことができる」）の割合が高くなってい
る。小学４～６年生以上の年齢の層では「個性が認められ、自分の可能性が大切にされること」（小学４～６年生：「自
分自身や自分のやりたいことが認めてもらえる」）の割合も高くなっている。 

 

【小学１～３年生】 【小学４～６年生】 

【中学生】 【高校生相当】 

【大人】 

 

守られていないと感じるこどもの権利（複数回答） 

％

いじめられたり、仲間はずれに
されたりしない

自分の気持ちが言える。
ちゃんと聞いてもらえる

大人からたたかれたり、
いやなことを言われたりしない

ほっとできる場所がある

まちがえてももう一度できる （n=1,408）

20.0

17.9

17.3

16.5

16.3

0 50 100

％

たたかれたり、ひどいことを
言われたりしない

差別やいじめなどを受けずに安心
して生きていくことができる

自分自身や自分のやりたいことが
認めてもらえる

知られたくないことは知られない
ようにできる

ほっとできる場所で休める （n=1,505）

24.9

23.3

21.6

20.6

19.1

0 50 100

％

個性が認められ、自分の可能性が
大切にされること

こどもであることを理由に不当な
扱いを受けないこと

あらゆる差別や虐待、いじめなど
を受けずに安心して生きていく

ことができること

自分の意見、考え、気持ち等を
表明することができ、
それが尊重されること

悩んでいること、困っていること
等を相談できること

（n=880）

24.1

24.0

23.5

22.0

19.7

0 50 100
％

あらゆる差別や虐待、いじめなど
を受けずに安心して生きていく

ことができること

個性が認められ、自分の可能性が
大切にされること

こどもであることを理由に不当な
扱いを受けないこと

自分の意見、考え、気持ち等を
表明することができ、
それが尊重されること

こどもの発達に応じて
そのプライバシーが

尊重されること

（n=934）

29.1

26.2

26.0

24.0

23.2

0 50 100

％

あらゆる差別や虐待、いじめなど
を受けずに安心して生きていく

ことができること

個性が認められ、自分の可能性が
大切にされること

こどもの発達に応じて
そのプライバシーが

尊重されること

自分の意見、考え、気持ち等を
表明することができ、
それが尊重されること

こどもであることを理由に不当な
扱いを受けないこと

（n=3,985）

29.1

22.2

19.6

19.0

18.8

0 50 100
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３．こども向け調査 調査結果
（１）回答者の属性

①学年
【小学１～３年生】 【小学４～６年生】

【中学生】 【高校生相当】

②家族構成

【小学１～３年生】 【小学４～６年生】

【中学生】 【高校生相当】

上段：人数、下段：％

調
査
数

小
学
１
年
生

小
学
２
年
生

小
学
３
年
生

1,408 423 387 598
100.0 30.0 27.5 42.5

上段：人数、下段：％

調
査
数

小
学
４
年
生

小
学
５
年
生

小
学
６
年
生

1,505 534 448 523
100.0 35.5 29.8 34.8

上段：人数、下段：％

調
査
数

中
学
１
年
生

中
学
２
年
生

中
学
３
年
生

880 312 342 226
100.0 35.5 38.9 25.7

上段：人数、下段：％

調
査
数

高
校
１
年
生
相
当

高
校
２
年
生
相
当

高
校
３
年
生
相
当

934 292 404 238
100.0 31.3 43.3 25.5

上段：人数、下段：％

調
査
数

両
親
と
子

ひ
と
り
親
と
子

親
と
子
と
孫

そ
の
他

1,408 1,191 70 145 2
100.0 84.6 5.0 10.3 0.1

上段：人数、下段：％

調
査
数

両
親
と
子

ひ
と
り
親
と
子

親
と
子
と
孫

そ
の
他

1,505 1,283 99 119 4
100.0 85.2 6.6 7.9 0.3

上段：人数、下段：％

調
査
数

両
親
と
子

ひ
と
り
親
と
子

親
と
子
と
孫

そ
の
他

880 701 105 66 8
100.0 79.7 11.9 7.5 0.9

上段：人数、下段：％

調
査
数

両
親
と
子

ひ
と
り
親
と
子

親
と
子
と
孫

そ
の
他

934 737 104 90 3
100.0 78.9 11.1 9.6 0.3
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（２）自己肯定感
今の自分のことが「好き」と回答した割合は、小学１～３年生で 50.1％、小学４～６年生で 40.9％、中学生で 31.4％、

高校生相当で 30.4％となっている。「好き」に「まあまあ好き」をあわせると、小学１～３年生で 89.8％、小学４～６年生で
79.8％、中学生で 74.9％、高校生相当で 73.0％となっており、学年の層が上がるほど低くなる傾向にある。 

【小学１～３年生】 【小学４～６年生】 

【中学生】 【高校生相当】 

好き

50.1
まあまあ

好き

39.7

あまり好きで

はない

8.2

嫌い

2.0

（％）（n=1,408） （％）（n=1,505）

好き

40.9

まあまあ

好き

38.9

あまり好きで

はない

14.2

嫌い

6.0

好き

31.4

まあまあ

好き

43.5

あまり好き

ではない

18.6

嫌い

6.5

（％）（n=880）

好き

30.4

まあまあ

好き

42.6

あまり好き

ではない

21.5

嫌い

5.5

（％）（n=934）

自己肯定感（単数回答） 
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（３）他者の尊重
他の人の意見や気持ちを「尊重している」（小学生：「大事にしている」）と回答した割合は、小学１～３年生で 61.5％、

小学４～６年生で 60.1％、中学生で 57.7％、高校生相当で 59.3％とどの学年の層でも最も高くなっている。「尊重してい
る」（小学生：「大事にしている」）に「やや尊重している」（小学生：「やや大事にしている」）をあわせると、いずれも 95％
以上となっている。 

 

【小学１～３年生】 【小学４～６年生】 

【中学生】 【高校生相当】 

大事に

している

60.1

やや大事に

している

36.0

あまり

大事に

していない

2.5

大事に

していない

1.4

（％）（n=1,505）

尊重

している

57.7

やや尊重

している

37.7

あまり

尊重

していない

3.2

尊重して

いない

1.4

（％）（n=880）

尊重

している

59.3

やや尊重

している

36.6

あまり

尊重

していない

3.1

尊重して

いない

1.0

（％）（n=934）

他者の尊重（単数回答） 

大事に

している

61.5

やや大事に

している

34.7

あまり

大事に

していない

2.9

大事に

していない

0.9

（％）（n=1,408）
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（４）「こどもの権利」の認知度
「こどもの権利」を「知っている」と回答した割合は、小学１～３年生で 41.5％となっている。「こどもの権利」を「内容まで知っ

ている」と回答した割合は、小学４～６年生で 26.6％、中学生で 28.8％、高校生相当で 23.7％となっている。「内容まで
知っている」に「言葉だけは知っている」をあわせると、小学４～６年生で 70.7％、中学生で 78.6％、高校生相当で 82.3％
となっている。 

 

【小学１～３年生】 【小学４～６年生】

【中学生】 【高校生相当】

※ 小学１～３年生は「知っている」、「知らない」の二つの選択肢、小学４～６年生以上の層は「内容まで知っている」、「言葉だけは知って
いる」、「知らない」の三つの選択肢で「こどもの権利」の認知度を尋ねた

内容まで

知っている

23.7

言葉だけは

知っている

58.6

知らない

17.8

（％）（n=934）

内容まで

知っている

28.8

言葉だけは

知っている

49.8

知らない

21.5

（％）（n=880）

内容まで

知っている

26.6

言葉だけは

知っている

44.1

知らない

29.2

（％）（n=1,505）

「こどもの権利」の認知度（単数回答） 

知って

いる

41.5知らない

58.5

（％）（n=1,408）
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（５）こどもの権利だと思っているもの
こどもの権利だと思っていると回答した割合は、すべての学年の層で、どの権利についても 60％以上となっている。
こどもの権利だと思っているものは、「知られたくないことは知られないようにできる」（小学１～３年生：「知られたくないこと

は、知られないようにできる」）が小学生の層で低い傾向にあり、「くり返し挑戦できること」（小学４～６年生：「くり返し挑戦
できる」）は小学４～６年生以上の学年の層、「仲間をつくり、集まること」は中学生以上の学年の層で低い傾向にある。 

【小学１～３年生】 【小学４～６年生】 
％

命が守られる。大切にされる

安全・安心に過ごせる

元気でいられる。
病気の時はお医者さんに

みてもらえる

遊んだり、勉強したり、
休んだりする

絵や、音楽や、運動を楽しむ

友達をつくる。みんなで集まる

ほっとできる場所がある

まちがえてももう一度できる

自分の気持ちが言える。
ちゃんと聞いてもらえる

悩んだり、困ったりしたら、
相談できる

応援されながら、がんばれる

いじめられたり、仲間はずれに
されたりしない

大人からたたかれたり、
いやなことを言われたりしない

自分自身や自分のやりたいこと
を、認めてもらえる

こどもであることを理由に
ひどいことをされない

知られたくないことは、
知られないようにできる

その他

ない （n=1,408）

92.8

90.2

86.8

86.4

81.2

81.2

78.0

76.7

76.1

76.0

75.5

75.1

75.0

73.1

70.5

68.3

5.7

0.4

0 50 100

こどもの権利だと思っているもの（複数回答） 

％

命が守られて、大切にされる

遊び、学び、休む

安全・安心に過ごせる

元気に過ごし、病気の時は
お医者さんにみてもらえる

自分の意見、考え、気持ちを言う
ことができ、それが大切にされる

自分自身や自分のやりたいことが
認めてもらえる

悩んでいること、困っていること
を相談できる

差別やいじめなどを受けずに安心
して生きていくことができる

友達をつくり、みんなで集まる

ほっとできる場所で休める

たたかれたり、ひどいことを
言われたりしない

こどもであることを理由に
ひどいことをされない

応援されながら、がんばれる

文化、芸術、スポーツを楽しむ

知られたくないことは
知られないようにできる

くり返し挑戦できる

その他

当てはまるものはない （n=1,505）

85.4

83.7

83.5

75.4

73.2

73.0

71.3

69.2

68.9

66.4

66.4

66.2

65.4

64.8

61.9

60.5

3.7

2.0

0 50 100
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【中学生】 【高校生相当】

 

％

命が守られ、尊重されること

安全・安心に過ごせること

遊び、学び、休むこと

健康的な生活をし、必要な医療、
行政サービス等を受けられること

身体的または精神的な暴力、
搾取、有害な労働等から

守られること

こどもであることを理由に不当な
扱いを受けないこと

個性が認められ、自分の可能性が
大切にされること

適切な保育と教育、生活への支援等を
受け、持って生まれた能力を十分に伸

ばして育つことができること

あらゆる差別や虐待、いじめなど
を受けずに安心して生きていく

ことができること

こどもの発達に応じて
そのプライバシーが

尊重されること

自分の意見、考え、気持ち等を
表明することができ、
それが尊重されること

様々な文化、芸術、スポーツ等に
ふれ、親しむこと

ゆったりと安心できる場所で
休めること

悩んでいること、困っていること
等を相談できること

仲間をつくり、集まること

くり返し挑戦できること

その他

当てはまるものはない （n=880）

90.0

89.2

86.6

84.3

81.3

80.1

79.5

79.2

78.3

76.4

75.8

72.4

72.2

71.0

64.0

61.9

3.1

1.3

0 50 100
％

命が守られ、尊重されること

安全・安心に過ごせること

健康的な生活をし、必要な医療、
行政サービス等を受けられること

遊び、学び、休むこと

身体的または精神的な暴力、
搾取、有害な労働等から

守られること

個性が認められ、自分の可能性が
大切にされること

適切な保育と教育、生活への支援等を
受け、持って生まれた能力を十分に伸

ばして育つことができること

あらゆる差別や虐待、いじめなど
を受けずに安心して生きていく

ことができること

こどもであることを理由に不当な
扱いを受けないこと

自分の意見、考え、気持ち等を
表明することができ、
それが尊重されること

こどもの発達に応じて
そのプライバシーが

尊重されること

様々な文化、芸術、スポーツ等に
ふれ、親しむこと

悩んでいること、困っていること
等を相談できること

ゆったりと安心できる場所で
休めること

くり返し挑戦できること

仲間をつくり、集まること

その他

当てはまるものはない （n=934）

91.3

88.1

87.6

85.9

82.3

80.6

80.1

80.1

79.2

78.7

76.9

73.1

72.7

71.9

63.7

63.0

1.2

0.6

0 50 100

こどもの権利だと思っているもの（複数回答） 
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（６）守られていないと感じるこどもの権利
守られていないと感じると回答したこどもの権利の割合は、すべての学年の層で、どの権利についても 30％以下となっている。

「当てはまるものはない」（小学１～３年生：「ない」）と回答した割合は、すべての学年の層で最も高くなっているが、高校
生相当は他の学年の層と比較して低い傾向にある。 
  守られていないと感じるこどもの権利は、すべての学年の層で、「あらゆる差別や虐待、いじめなどを受けずに安心して生きて
いくことができること」（小学１～３年生：「いじめられたり、仲間はずれにされたりしない」、小学４～６年生：「差別やいじ
めなどを受けずに安心して生きていくことができる」）の割合が高くなっている。小学４～６年生以上の層では、「個性が認めら
れ、自分の可能性が大切にされること」（小学４～６年生：「自分自身や自分のやりたいことが認めてもらえる」）の割合も
高くなっている。 

 

【小学１～３年生】 【小学４～６年生】

守られていないと感じるこどもの権利（複数回答） 

％

いじめられたり、仲間はずれに
されたりしない

自分の気持ちが言える。
ちゃんと聞いてもらえる

大人からたたかれたり、
いやなことを言われたりしない

ほっとできる場所がある

まちがえてももう一度できる

悩んだり、困ったりしたら、
相談できる

自分自身や自分のやりたいこと
を、認めてもらえる

安全・安心に過ごせる

知られたくないことは、
知られないようにできる

応援されながら、がんばれる

こどもであることを理由に
ひどいことをされない

遊んだり、勉強したり、
休んだりする

命が守られる。大切にされる

絵や、音楽や、運動を楽しむ

友達をつくる。みんなで集まる

元気でいられる。
病気の時はお医者さんに

みてもらえる

その他

ない （n=1,408）

20.0

17.9

17.3

16.5

16.3

16.0

15.9

15.8

15.7

15.0

14.2

13.9

13.5

13.4

12.5

12.1

1.1

49.8

0 50 100
％

たたかれたり、ひどいことを
言われたりしない

差別やいじめなどを受けずに安心
して生きていくことができる

自分自身や自分のやりたいことが
認めてもらえる

知られたくないことは知られない
ようにできる

ほっとできる場所で休める

悩んでいること、困っていること
を相談できる

こどもであることを理由に
ひどいことをされない

自分の意見、考え、気持ちを言う
ことができ、それが大切にされる

安全・安心に過ごせる

遊び、学び、休む

友達をつくり、みんなで集まる

命が守られて、大切にされる

くり返し挑戦できる

応援されながら、がんばれる

文化、芸術、スポーツを楽しむ

元気に過ごし、病気の時は
お医者さんにみてもらえる

その他

当てはまるものはない （n=1,505）

24.9

23.3

21.6

20.6

19.1

18.6

18.4

17.6

16.9

16.2

15.4

14.9

14.5

14.3

13.9

12.9

2.5

45.1

0 50 100
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【中学生】 【高校生相当】

 

 

守られていないと感じるこどもの権利（複数回答） 

％

個性が認められ、自分の可能性が
大切にされること

こどもであることを理由に不当な
扱いを受けないこと

あらゆる差別や虐待、いじめなど
を受けずに安心して生きていく

ことができること

自分の意見、考え、気持ち等を
表明することができ、
それが尊重されること

悩んでいること、困っていること
等を相談できること

ゆったりと安心できる場所で
休めること

遊び、学び、休むこと

こどもの発達に応じて
そのプライバシーが

尊重されること

身体的または精神的な暴力、
搾取、有害な労働等から

守られること

安全・安心に過ごせること

くり返し挑戦できること

命が守られ、尊重されること

適切な保育と教育、生活への支援等を
受け、持って生まれた能力を十分に伸

ばして育つことができること

健康的な生活をし、必要な医療、
行政サービス等を受けられること

様々な文化、芸術、スポーツ等に
ふれ、親しむこと

仲間をつくり、集まること

その他

当てはまるものはない （n=880）

24.1

24.0

23.5

22.0

19.7

19.4

19.0

17.6

17.5

17.2

16.7

14.7

14.5

13.6

13.6

13.5

1.3

43.8

0 50 100
％

あらゆる差別や虐待、いじめなど
を受けずに安心して生きていく

ことができること

個性が認められ、自分の可能性が
大切にされること

こどもであることを理由に不当な
扱いを受けないこと

自分の意見、考え、気持ち等を
表明することができ、
それが尊重されること

こどもの発達に応じて
そのプライバシーが

尊重されること

悩んでいること、困っていること
等を相談できること

ゆったりと安心できる場所で
休めること

遊び、学び、休むこと

適切な保育と教育、生活への支援等を
受け、持って生まれた能力を十分に伸

ばして育つことができること

くり返し挑戦できること

身体的または精神的な暴力、
搾取、有害な労働等から

守られること

安全・安心に過ごせること

様々な文化、芸術、スポーツ等に
ふれ、親しむこと

命が守られ、尊重されること

健康的な生活をし、必要な医療、
行政サービス等を受けられること

仲間をつくり、集まること

その他

当てはまるものはない （n=934）

29.1

26.2

26.0

24.0

23.2

22.5

20.9

19.8

19.0

18.5

18.5

16.6

15.2

13.9

13.5

12.1

1.4

33.8

0 50 100
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（７）相談窓口の認知度
相談窓口の認知度は、小学４～６年生で「教育センターの『総合相談室』」が 45.0％と最も高くなっている。中学生、高

校生相当では、「東京都児童相談センター」と回答した割合が最も高くなっている。一方、「知らない」は小学４～６年生で
42.5％となっているが、学年の層が上がるほどその割合が低くなる傾向にある。 

 

【小学４～６年生】 【中学生】 【高校生相当】

相談窓口の認知度（複数回答） 

％

教育センターの
「総合相談室」

東京都児童相談センター

保健サービスセンターの
相談サービス

子ども家庭支援センターの
相談事業

知らない

（n=1,505）

45.0

33.6

27.8

24.4

42.5

0 25 50
％

東京都児童相談センター

教育センターの
「総合相談室」

子ども家庭支援センターの
相談事業

保健サービスセンターの
相談サービス

知らない

（n=880）

44.8

42.7

33.5

30.9

34.1

0 25 50
％

東京都児童相談センター

教育センターの
「総合相談室」

子ども家庭支援センターの
相談事業

保健サービスセンターの
相談サービス

知らない

（n=934）

44.9

35.0

30.5

30.2

33.3

0 25 50
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４．大人向け調査 調査結果
（１）回答者の属性

①年齢

②こどもの就学段階（複数回答）

（２）こどもの話を聞いているか
こどもの話を「聞いている」と回答した割合は 78.4％となっている。「聞いている」に「やや聞いている」をあわせると 97.9％とな

っている。 

 

聞いている

78.4

やや

聞いている

19.5

あまり聞いて

いない

1.4

聞いて

いない

0.7

（％）（n=3,852）

こどもの話を聞いているか（単数回答） 

※ （２）こどもの話を聞いているか は、（１）② こどもの就学段階で「未就学児」、「小学１～３年生」、「小学４～６年生」、「中学
生」、「高校生等」のいずれかに回答した 3,852 人が回答の対象

上段：人数、下段：％

調
査
数

18
 、
19
歳

20

29
歳

30

39
歳

40

49
歳

50

59
歳

60

69
歳

70

79
歳

80
歳
以
上

3,985 5 118 1,907 1,512 394 39 9 1
100.0 0.1 3.0 47.9 37.9 9.9 1.0 0.2 0.0

～ ～ ～ ～ ～ ～

上段：件数、下段：％

調
査
数

未
就
学
児

小
学
１
～

３
年
生

小
学
４
～

６
年
生

中
学
生

高
校
生
等

い
な
い

3,985 3,081 767 431 398 320 133
100.0 77.3 19.2 10.8 10.0 8.0 3.3
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（３）「こどもの権利」の認知度
「こどもの権利」を「内容まで知っている」と回答した割合は 25.3％となっている。「内容まで知っている」に「言葉だけは知って

いる」をあわせると 82.2％となっている。 

 

内容まで

知っている

25.3

言葉だけは

知っている

56.9

知らない

17.8

（％）（n=3,985）

「こどもの権利」の認知度（単数回答） 
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（４）こどもの権利だと思っているもの・守られていないと感じるこどもの権利
こどもの権利だと思っていると回答した割合は、どの権利についても 75％以上となっている。
守られていないと感じると回答したこどもの権利の割合は、どの権利についても 30％以下となっているが、「あらゆる差別や虐

待、いじめなどを受けずに安心して生きていくことができること」が 29.1％と最も高くなっている。 

 

【こどもの権利だと思っているもの】 【守られていないと感じるこどもの権利】

こどもの権利だと思っているもの・守られていないと感じるこどもの権利（複数回答） 

％

命が守られ、尊重されること

安全・安心に過ごせること

健康的な生活をし、必要な医療、
行政サービス等を受けられること

遊び、学び、休むこと

身体的または精神的な暴力、
搾取、有害な労働等から

守られること

あらゆる差別や虐待、いじめなど
を受けずに安心して生きていく

ことができること

適切な保育と教育、生活への支援等を
受け、持って生まれた能力を十分に伸

ばして育つことができること

こどもであることを理由に不当な
扱いを受けないこと

自分の意見、考え、気持ち等を
表明することができ、
それが尊重されること

個性が認められ、自分の可能性が
大切にされること

こどもの発達に応じて
そのプライバシーが

尊重されること

ゆったりと安心できる場所で
休めること

悩んでいること、困っていること
等を相談できること

様々な文化、芸術、スポーツ等に
ふれ、親しむこと

くり返し挑戦できること

仲間をつくり、集まること

その他

当てはまるものはない （n=3,985）

98.3

97.0

96.1

93.9

93.7

92.4

90.9

90.6

90.4

90.2

90.1

88.5

87.1

84.2

79.3

75.4

1.9

0.2

0 50 100
％

あらゆる差別や虐待、いじめなど
を受けずに安心して生きていく

ことができること

個性が認められ、自分の可能性が
大切にされること

こどもの発達に応じて
そのプライバシーが

尊重されること

自分の意見、考え、気持ち等を
表明することができ、
それが尊重されること

こどもであることを理由に不当な
扱いを受けないこと

適切な保育と教育、生活への支援等を
受け、持って生まれた能力を十分に伸

ばして育つことができること

くり返し挑戦できること

悩んでいること、困っていること
等を相談できること

安全・安心に過ごせること

様々な文化、芸術、スポーツ等に
ふれ、親しむこと

ゆったりと安心できる場所で
休めること

身体的または精神的な暴力、
搾取、有害な労働等から

守られること

遊び、学び、休むこと

命が守られ、尊重されること

健康的な生活をし、必要な医療、
行政サービス等を受けられること

仲間をつくり、集まること

その他

当てはまるものはない （n=3,985）

29.1

22.2

19.6

19.0

18.8

18.2

17.9

16.8

16.5

16.3

14.3

14.1

13.9

9.9

9.6

8.2

2.0

36.6

0 50 100
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（５）「こどもの権利」のイメージ
「こどもの権利」と聞いて思い浮かべるイメージは、「こどもが人間らしく生きるために必要なもの」が 86.8％で最も高く、次いで

「こどもがよりよい成長をしていくために役立つもの」が 77.1％となっている。 

 

（６）こどもの相談窓口の認知度
こどもの相談窓口の認知度は、「保健サービスセンターの相談サービス」が 46.9％で最も高く、次いで「子ども家庭支援センタ

ーの相談事業」が 45.4％となっている。一方、「知らない」は 26.8％となっている。 

 

 

「こどもの権利」のイメージ（複数回答） 

こどもの相談窓口の認知度（複数回答） 

％

こどもが人間らしく生きるために
必要なもの

こどもがよりよい成長をしていくために
役立つもの

生まれたときからもっているもの

大人と同様、当然認められるもの

親がある程度制限できるもの

権利は責任を果たしてこそ
認められるもの

こどもをわがままにするもの

大人にとって面倒なもの

その他

わからない （n=3,985）

86.8

77.1

70.9

69.5

8.4

7.3

1.9

1.7

1.2

0.1

0 50 100

％

保健サービスセンターの相談サービス

子ども家庭支援センターの相談事業

教育センターの「総合相談室」

東京都児童相談センター

知らない （n=3,985）

46.9

45.4

37.7

32.0

26.8

0 25 50
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（７）今後のこどもとの関わり方
今後こどもと関わる際に意識することは、「こどもの意見を聴き、その意見をこどもの発達に応じて十分に考慮する」が 90.3％

で最も高く、次いで「日ごろからこどもと話す時間を大切にする」が 88.8％、「こどもの「自分でやりたい気持ち」を尊重する」が
88.5％となっている。 

 

こどもの権利に関する意識調査 調査結果（速報値）概要書 
令和６年 12 月 

文京区 子ども家庭部 子育て支援課 子ども施策推進担当 
〒112-8555  東京都文京区春日１－１６－２１ 
電話 03-5803-1256   ＦＡＸ 03-5803-1345 

今後のこどもとの関わり方（複数回答） 

％

こどもの意見を聴き、その意見をこどもの発達に
応じて十分に考慮する

日ごろからこどもと話す時間を
大切にする

こどもの「自分でやりたい気持ち」を
尊重する

こどもから悩みや不安を相談された際は、
まずはありのままに受け止める

こどもに関することを決める際には、「そのこど
もにとって最もよいことは何か」を第一に考える

こどもを大人と同じ権利をもつ存在として
尊重する

その他

わからない

特になし （n=3,985）

90.3

88.8

88.5

83.7

78.1

70.6

1.8

0.3

0.1

0 50 100
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【別紙３】 

ｂ－ｌａｂでの啓発事業について 

 

 

実施日   令和６年１０月１４日（月・祝） 16時～17時 

場 所   ｂ－ｌａｂ 

参加者   ６人 内訳 中学２年生 １人 

            高校１年生 ３人 

            高校３年生 ２人 

 

１ クイズ大会 

  ｂ－ｌａｂクイズサークルがこどもの権利に関するクイズを作成し、参加者でク

イズ大会を実施した。 

 

２ 哲学対話 

  哲学対話は、参加者自らが「哲学的な問い」をつくり、参加者みんなで対話して

楽しむイベントで、今回は、「こどもの権利」に関連して、「自分が大事にされてい

ないと感じたとき」をテーマとした。 

  参加者がつくったお題の中から、「どうして、仲間はずれにしちゃうの？」と「な

ぜ、人に流されるの？」を選び、２つのグループに分かれて対話を行った。 

 

３ 所感 

  こどもたちが作成したクイズと区職員による補足説明を通じて、こどもの権利

について理解を深めた。 

  また、哲学対話により、こどもの権利について自分事の身近な問題として考え

るきっかけとなった。 
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【別紙４】 

こどもヒアリング（児童館） 

 

 こどもの権利をテーマとするすごろくで楽しみながらこどもの権利の理解を深

め、その後グループ対話を行った。 

 

１ 会場、日時、参加者数 

⑴ 千石西児童館 

日時：令和６年１１月１９日（火） １７時から１７時４０分まで 

   参加者：２年生 1人、３年生７人、４年生 1人、６年生３人 合計１２人 

⑵ 本駒込南児童館 

   日時：令和６年１２月３日（火） １５時から１５時４０分まで 

   参加者：３年生８人 

 

２ グループ対話の内容 

Ｑ１ 大人にしてほしいこと、「なんで？」と思うことや言いたいことはありますか？ 

・児童館でゲームがしたい。 

・児童館にぬいぐるみをもってきたい。 

・おにいちゃんばっかりゲームしてずるい。 

・兄の方が体が大きいからって、いつもご飯が多い。私ももっと食べたい。 

・兄がテレビを独り占めしてる。 

・父がソファーを独り占めしている。 

・下のきょうだいが熱でもないのに保育園を休めてずるい 

・宿題をしていて妹にじゃまされたので、ぶったら親に怒られた。 

・先生が授業でできない人に注目を集めさせたり、手を挙げなかった理由を聞く。 

・ちょっと宿題をしなかったり、ゲームをしていると怒鳴られるのはなぜ 

・なぜ宿題をしなければならないのか？ 

・宿題は学校でならったことを思い出すためだとわかっているが、いやだ 

・欲しいものを買ってもらえないのは不満 

・なぜ兄だからって怒られるのか？ 

・大人の「ちょっと待って」が長い。 

・大人の「ついでに〇〇して」が多い。 

・周りの子と比べて、早く家に帰ってくるように言われる。もっと遊びたい。 

Ｑ２ 困り事や悩み事があったら、誰に相談していますか？どのように解決していますか？  

・先生（３人） 

・友達（３人） 

・学校の相談カウンセラー 要予約 

・おばあちゃん。優しいし、怒らないから 

・嫌なことを紙に書いて、くしゃくしゃにして捨てる。 

・物を投げてストレス解消する。 

・寝て忘れる。 

・楽しいことをして忘れる。 
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・自分で解決する。 

・こぶしで語りあう（笑） 

・相談したいほどのことはない。 

・友達とけんかしたとき、お母さんに相談したら、「大丈夫だよ」って言ってくれた。 

・友達とけんかしても、自然と仲直りできている。 

・けんかしたら、自分からあやまる。 

・手紙にしてあやまる。 

Ｑ３ どんな時にまわりの人から大切にされていると感じますか？ 

・欲しいものを買ってもらったとき（２人） 

・おとうさんがお菓子（八橋）を買ってくれたとき 

・買い物にいっしょについて行くとお菓子をかってくれる 

・おこづかいをもらったとき 

・誕生日。でも祝ってもらうのは当たり前に感じる。 

・お祝いしてくれたとき 

・自分のやりたいこと（スケート）をやらせてくれたとき 

・迷子になって警察に連れられたときに、お母さんが迎えに来てくれた 

・熱を出したときやケガをしたときに、心配してくれたとき 

・間違ったときや失敗したときに、責めずにかばってくれたとき 

・将来のことについて、ちゃんと考えて話してくれたとき 

・テストやスポーツでほめられたとき 

・ボールキャッチが上手くできたときに褒められた。 

・お手伝いをしたときに褒めてくれた。 

・頼まれていないお手伝いをしたら、ドラえもんのように大きな口を開けて驚いていた。 

Ｑ４ 安心して過ごせる居場所はありますか？どんな居場所がほしいですか？ 

・学校（３人） 

・家（２人） 

・おばあちゃん家、おじいちゃん家。安心する、怒られないから（２人） 

・自分の部屋 

・ベッド 

・ベランダ 

・おしいれなどの狭いところ 

・ママがいるところ 

・教室 

・保健室。静かでゆったりできる、先生が優しいから 

・放送室。日当たりがよい、平和なにおいがするから 

・児童館 

・アスレチック 

・プール 

・遊べる場所 

・石川県立航空プラザ 
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【別紙５】 

こどもヒアリング（子育てひろば汐見） 

 

 子育てひろば汐見の利用者に対して、施設職員の支援のもと、個別ヒアリングを

行った。 

 

１ 実施日、参加者数 

 実施日：令和６年１０月３０日（水）、１１月６日（水）・７日（木）・１１日（月） 

 参加者：３歳 1人、４歳６人、５歳５人、６歳８人 合計２０人 

 

２ ヒアリング内容 

Ｑ１ どういう時が楽しいですか？ 

・おままごと（５人） 

・友達とあそぶ（３人） 

・ママといっしょのとき（２人） 

・姉、妹と遊ぶ（２人） 

・おうちごっこ（２人） 

・滑り台（２人） 

・ピアノ（２人） 

・塗り絵 

・ザリガニつり、魚つり 

・かくれんぼ 

・トランプ 

・お寿司屋さんごっこ 

・食べてるとき ハンバーグ、オムライス 

・海で泳いだ 

・高い鉄棒ができるようになった 

・家族で旅行 

・バレエの発表会 

・ブランコ 

・サッカー 

・ゲーム 

・どんぐりひろい 

・白血球ごっこ 

・水族館 

 

Ｑ２ いやだと思うのはどんなときですか？ 

・友達やきょうだいとけんかした（５人） 

・友達と意見が合わない 

・いじわるする子 

・買い物を帰ろうと言うと母がもうちょっと待ってと言う 

・病院に行くとき、注射 

・幼稚園に行くのがいやなときもある 
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Ｑ３ 楽しいとき、いやだと思ったときの気持ちを、お母さん（お父さん、先生、きょう

だい）に伝えていますか？ 

・伝えている（１７人） 

内訳  お母さん（１０人）、お父さん（３人）、先生（２人）、 

おばあちゃん（１人）、友達（１人） 

 

Ｑ４ その時に、お母さん（聞き手）はどんなことをしてくれましたか？ 

・お話を聞いてくれた（６人） 

・よかったねと言ってくれた（２人） 

・「大丈夫だよ」、「そう～」と励ましてくれた（２人） 

・「そうだったんだ」 

・「こうしたらいい」 

・「相手と話せばいいよ、ごめんねと言えば仲直りできるんじゃない」 

・「幼稚園に行けば楽しいかもよ」 

 

Ｑ５ 自分のことが好きですか？ 

・大好き（３人） 

・好き（１４人） 

・自分のことを大事に思っている 

・失敗してしまうところは好きじゃない 

 

Ｑ６ お母さんやおうちのひとも〇〇ちゃんのことが好きかな？ 

・好きだと思う（１７人） 

・大好きって言ってくれる 
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【別紙６】 

障害のあるこどもへのヒアリング 

⑴ こどもヒアリング（礫川小学校特別支援学級） 

 

 授業間の休み時間に、シートを用いて意見を聴取した。 

 実際のシートは、漢字にルビをふり、イラストを併記した。 

 

１ 実施日、参加者数 

実施日：令和６年１２月１０日（火）、１１日（水）、１２日（木） 

参加者：４年生６人、５年生２人、６年生４人 合計１２人 

 

２ ヒアリング内容 

 

Ｑ１ どういう時が楽しいですか？ 

友だちと遊んでいるとき（８人） 

おしゃべりをしているとき（７人） 

テレビを見たり、本を読んでいるとき（７人） 

ご飯やおやつを食べているとき（１０人） 

勉強をしているとき（６人） 

運動やスポーツをしているとき（８人） 

 

Ｑ２ どこで過ごすのが好きですか？ 

お家（９人） 

学校（１１人） 

図書館（６人） 

公園（５人） 

放課後等デイサービス（８人） 

 

Ｑ３ 楽しい、悲しいなどの気持ちを周りの人に伝えていますか？ 

はい（１０人） 

いいえ（２人） 

 

Ｑ４ どんな方法なら、相手に気持ちや意見を伝えやすいですか？ 

会って話す（１１人） 

電話（５人） 

スマートフォンやパソコン（２人） 

手紙（５人） 
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Ｑ５ 困っている時、悲しい時に話を聞いたり、助けてくれる人はだれですか？ 

お母さん（１２人） 

お父さん（６人） 

お兄ちゃん、弟、お姉ちゃん、妹（３人） 

友達（４人） 

学校やデイサービスの先生（５人） 

 

Ｑ６ どんな時に周りの人から大切にされていると感じますか？ 

話を聞いてもらえるとき（７人） 

一緒に遊んでいるとき（６人） 

一緒にご飯を食べているとき（８人） 

一緒にお出かけをしているとき（７人） 

プレゼントをもらったとき（１０人） 

ほめられたとき（７人） 

 

Ｑ７ 自分のことが好きですか？  

はい（１１人） 

いいえ（１人） 
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⑵ こどもヒアリング（第一中学校特別支援学級） 

 

 こどもの権利に関する授業を行った後、シートを用いて意見を聴取した。 

 実際のシートは、漢字にルビをふり、読みやすい拡大版も併用した。 

 

１ 日時、参加者数 

 日時：令和６年１１月２５日（月） １４時２５分から１５時１５分まで 

参加者：１年生５人、２年生２人、３年生３人 合計１０人 

 

２ ヒアリング内容 

 

Ｑ１ どういう時が楽しいですか？ 

友だちと遊んでいるとき（４人） 

おしゃべりをしているとき（４人） 

テレビを見たり、マンガを読んでいるとき（３人） 

ご飯やおやつを食べているとき（４人） 

運動やスポーツをしているとき（３人） 

その他（ゲーム３人、寝ているとき１人、勉強しているとき１人、 

家族と過ごしているとき１人、静かなとき１人、ユーチューブ１人、 

電車に乗っているとき１人） 

 

Ｑ２ どこで過ごすのが好きですか？  

自宅（５人） 

学校（３人） 

図書館（１人） 

公園（２人） 

放課後等デイサービス（４人） 

その他（育成室１人、電車の中１人、塾１人、涼しいところ１人、 

自然１人、木更津駅１人） 

 

Ｑ３ 楽しい、悲しいなどの気持ちを周りの人に伝えていますか？ 

いつも話す（２人） 

たまに話す（５人） 

あまり話さない（３人） 
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Ｑ４ どんな方法なら、相手に気持ちや意見を伝えやすいですか？ 

会って話す（６人） 

電話（４人） 

フォーム（１人） 

メール（４人） 

手紙（２人） 

その他（LINE２人） 

 

Ｑ５ 困っている時、悲しい時に話を聞いたり、助けてくれる人はだれですか？ 

お母さん（７人） 

お父さん（４人） 

きょうだい（３人） 

友達（６人） 

先生（６人） 

その他（祖母４人、祖父２人、お姉さん１人、いとこ１人、いない１人） 

 

Ｑ６ どんな時に周りの人から大切にされていると感じますか？ 

話を聞いてもらえるとき（７人） 

一緒に遊んでいるとき（５人） 

一緒にご飯を食べているとき（４人） 

一緒にお出かけをしているとき（６人） 

欲しいものを買ってもらえるとき（７人） 

ほめられたとき（４人） 

その他（感じない１人） 

 

Ｑ７ 自分のことが好きですか？ 

はい（５人） 

いいえ（５人） 

 

34



                                        

 

⑶ こどもヒアリング（放課後等デイサービスロード） 

 

 施設職員のサポートのもと、シートを用いて意見を聴取した。 

 実際のシートは、漢字にルビをふり、イラストも併記した。 

 

１ 日時、参加者数 

 日時：令和６年１２月１１日（水）、１２日（木）、１３日（金） 

 １６時３０分から１７時３０分まで 

参加者：中学１年生５人、中学２年生４人、中学３年生３人、 

高校１年生１人                  合計１３人 

 

２ ヒアリング内容 

 

Ｑ１ どういう時が楽しいですか？ 

友だちと遊んでいるとき（８人） 

おしゃべりをしているとき（５人） 

テレビを見たり、本を読んでいるとき（８人） 

ご飯やおやつを食べているとき（９人） 

運動やスポーツをしているとき（５人） 

その他（勉強１人、ゲーム１人、電車１人） 

 

Ｑ２ どこで過ごすのが好きですか？  

お家（７人） 

学校（５人） 

図書館（４人） 

公園（１人） 

放課後等デイサービス（９人） 

 

Ｑ３ 楽しい、悲しいなどの気持ちを周りの人に伝えていますか？ 

はい（１３人） 

いいえ（０人） 
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Ｑ４ どんな方法なら、相手に気持ちや意見を伝えやすいですか？ 

会って話す（８人） 

電話（２人） 

LINEやメール（５人） 

手紙（４人） 

 

Ｑ５ 困っている時、悲しい時に話を聞いたり、助けてくれる人はだれですか？ 

お母さん（８人） 

お父さん（５人） 

お兄ちゃん、弟、お姉ちゃん、妹（３人） 

友達（５人） 

先生（２人） 

その他（放課後等デイサービスの職員２人） 

 

Ｑ６ どんな時に周りの人から大切にされていると感じますか？ 

話を聞いてもらえるとき（８人） 

一緒に遊んでいるとき（７人） 

一緒にご飯を食べているとき（９人） 

一緒にお出かけをしているとき（６人） 

プレゼントをもらったとき（５人） 

ほめられたとき（６人） 

その他（信用されていると感じたとき１人） 

 

Ｑ７ 自分のことが好きですか？  

はい（１３人） 

いいえ（０人） 
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※　ヒアリング時はA3サイズ横向きで使用
※　ヒアリング先に応じて内容を変更して使用
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